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「H3」2号機、衛星載せず打ち上げへ リスク抑え性能確認

国の次世代大型ロケット「H3」について、文部科学省は24日、2023年度後半にも打ち上げ
を予定する2号機に観測衛星「だいち4号」を搭載しない方針を決めた。初号機の打ち上げ失
敗を踏まえて、当初計画を変更する。失敗した際のリスクと悪影響を抑えつつ、早期の打ち
上げ成功を目指す。

文科省は24日に開いた専門家会議の「宇宙開発利用部会」で2号機に関する運用方針を報告
し、了承を得た。2号機にはロケットの性能を確認するデータを取得する機器などを搭載する
方向に改める。

3月に宇宙航空研究開発機構（JAXA）が実施したH3初号機の打ち上げでは国の観測衛星「だ
いち3号」を搭載していたが、打ち上げに失敗した。
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